個人情報の利用は、機密保持のもとJICQA GHG排出量検証活動及び同関連業務に限定いたします。

依頼日：20  年  月  日
日本検査キューエイ株式会社　行き
東京都環境確保条例　温室効果ｶﾞｽ(GHG)排出量検証　見積作成依頼書

１．連絡担当者　　
	事業所名
	

	所属／

役職
	
	フリガナ
	

	
	
	氏名
	

	所在地
	〒


	電話番号
	
	FAX番号
	
	E-Mail
	


２．見積依頼を依頼する検証と希望時期（本項以降、□内には該当箇所に　レ点（又は■）を記入願います）
	検証の対象及び希望時期
	□ 基準排出量　　　（ □　　　　　　年　　　　　月頃　　□ 未定 ）　　　　
□ 毎年度の排出量（ □　　　　　　年　　　　　月頃　　□ 未定 ）


３．検証対象GHG
	□ 特定温室効果ガス

	□ その他ガス（具体的に下記をご記入ください）

· 対象ガス：

· 排出活動：



４．購買伝票発行状況
	年間の購買伝票発行数
	　約　　　　　　　　　枚


５．省エネ法のエネルギー管理指定工場に該当しますか？　
	省エネ法のエネルギー管理指定工場に該当しますか？　　□第一種　　　　□第二種　　　　□該当せず


６．今回の対象事業所における、ISO 9001、ISO 14001等マネジメントシステムの登録状況

	登録状況
	□登録していない

	
	□登録している

	
	
	適用規格
	取得範囲
	登録機関
	取得年
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	2ページ目は、｢指定地球温暖化対策事業所の指定に係わる確認書｣（東京都に提出した書類）を添付して頂ける場合には回答不要です。添付いただけない場合には質問に引き続きご回答ください。


７．GHG主張の内容
　1)事業所によるGHG管理領域

	【検証対象GHG管理領域】

· 連絡担当者の所属事業所
· 連絡担当者の所属事業所以外（右記に具体的に記載ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	【業務内容及び製造品目】

	

	

	

	【主な排出源】　（例：GHG排出工程、設備としてコジェネ設備、エネルギー変換設備等）

	

	

	


８．検証(希望)範囲の情報
	総従業員数
	　　　　　　　　　　　　　　 　　人

	敷地面積
	　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ2

	ＧＨＧ排出量
	【検証対象排出量】　（CO2換算）　　　　　　　　　　　　　　CO2-t/年

	燃料等使用量

監視点
	【燃料等使用量監視点数】　（合計）　　　　　　　　　　　　　点

	
	【主な燃料等使用量種類】　□電気　　□都市ガス　　□LPG　　□LNG　　□ガソリン　　□灯油　　□軽油

	
	その他（右記に具体的に記載ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	【燃料等使用量の把握方法】　

□　購買伝票等による把握方法　

□　実測による把握方法

□　テナント事業者の燃料等使用量に関する特例措置

□　実測による場合の特例措置（2013年度末まで）


９．検証(希望)範囲の所在地
	名称
	
	連動性　　□有　□無
近接　　□有　□無
隣接　　□有　□無

	所在地
	〒
	


 以上、ご記入ありがとうございました。
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